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牛津出張所で行われている主な工事を紹介します。

○湛水池保護工（水の流れを良くするために、

葦の生育を抑制するための池を作っています。）

○舗装工（堤防の管理用通路の舗装を行っています。）○引堤（たくさんの水が流れるようにするために、川

幅を広げる工事を行っています）

○河道掘削工（たくさんの水が流れるように、

川の中に貯まった土砂を掘っています。）

○牛津遊水地整備

（遊水地予定箇所の掘削工事を行っています。）

白石町

小城市

多久市

牛津出張所

工事の施工は、写真のフレーム
と同じ色の☆の箇所で行ってい
ます。

国道３４号線

JR長崎線

晴気川
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六角川中流・下流域は、非常に軟弱な粘土層であるため、高潮を防ぐために充

分な河川堤防を造ることが、計画当時、技術的・経済的に非常に困難でした。

そこで、六角川河口から４．６ｋｍ地点に造られたのが、この堰です。

総延長が２２６．２ｍもあり、ちょっとした小学校の運動場トラック一周よりも長

かったりします。

下の図面は、六角川河口堰が計画された時のものです。 川の流れがかなり変

わっていることがわかります。

通常、河川の真ん中あたりに県や市町村の境が来ることが多いのですが、河

川の改修により川の流れる場所が変わったため、この地区は現在の川の真ん中

が境になっていないところがあり、川を挟んで小城市側に、一部白石町のところ

があります。

この堰は、台風が近づくと、流域を高潮被害から守るため、状況に応じて、全閉

操作が行われることがあります。 台風が過ぎ去り、徐々に水位が落ち着いてくる

と、通常の状態に戻されます。 これも、皆さんの暮らしを守るための、重要な施設

です。

ここは、防災教育の場としても活用されており、小中学生等が授業の一環として、

施設の見学に訪れたり（出前講座）もしています。出前講座等につきましては、

武雄河川事務所のホームページ（※下記参照）に申し込み方法など記載されて

います。 直接施設にお越しくださっても入館出来ませんので、ご注意ください。
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六角川河口堰


